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研究成果の概要（和文）：初潮年齢は、個人の発達指標であるとともに、生活史理論から見ると進化発達的指標
でもあり、発達の加速は進化における異時性の視点からも興味深い。近年、日本における平均初潮年齢は、低年
齢化したままで変化は少ない。しかし、進化的傾向に逆行する、低年齢化の影響は、女性の発達に大きな影響を
与えている。初潮年齢は、朝食や、睡眠時間のような健康習慣が悪化すると低い傾向が見られた。一方、性別受
容は、既潮群の肯定率が低い。また、思春期前後では「保育士」ような、乳幼児に関わる職業が選択される傾向
がみられるが、時代的に選択率が低下する傾向もみられ、思春期に子供への関心を高める効果が低下しているこ
とも考えられる。

研究成果の概要（英文）：Menarche is viewed as an important milestone in female development at 
puberty and develop to sexual maturity is a strategy in life history.The data by random sampling 
from the complete school-list of Japan was consisted of 41,838 schoolgirls (9-15 years old). The 
mean age at menarche of Japanese schoolgirls in 2015 was 12years and 1.7months by status quo data. 
The menarcheal age of those who eat breakfast infrequently and sleep shorter lengths of time tended 
to decrease. Our questionnaires included psychological questions about gender acceptance　and 
desired future job. The peak age of wanting to be a preschool teacher was 12years, which was the 
same as the peak of experiencing menarche. This phenomenon shows strong interest in infants among 
girls at puberty. However, the numbers of girls experiencing menarche was less than the number of 
non-experiencing among the girls choosing preschool teacher. And early matured females had negative 
gender acceptance.

研究分野：発達心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ヨーロッパにおける近代産業社会において、
発達加速現象（secular trend, acceleration）
が注目され始めてから 100 年以上経過した。
身体成長・性成熟年齢の変化は大きいと考え
られる。とりわけ、性成熟は個体発生と系統
発生を結ぶものであり、少年期・青年期発達
に直接の影響を与える。発達の加速現象をヘ
テロクロニー（異時性）や，進化発達心理学
的に捉え直す必要がある。 
 
２．研究の目的 
大阪大学において継続的に実施されてきた
全国初潮調査を実施し、初潮の進化発達心理
学的意味を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(１)調査方法 
 調査対象 小学校３,４６９校、中学校３,
４５８校、計６,９２７校 
 調査学年 小学校４，５，６年、中学校１，
２,３年生 
 調査時期 平成２７年１月調査票を送付、
２月中に全国一斉に調査した。 
 
(２)調査結果 
 今回の調査では、４７都道府県から小学校
５０９校、中学校５９４校、計１,１０３校(回
収率１５．９％)の協力により、のべ４２,０
６６人の個人資料を得た。ただし、初潮・初
経に関する有効回答者は４１,８３８人(有効
回収率９９．５％)であった。母集団約３３
５万人の１．２％に相当する。全国的な傾向
を推定するのに十分な協力者と考えられる。 
 
４．研究成果 
(1)全国平均初潮年齢 
 全国集計の結果、小学校４年生の既潮率は
７．７％(前回７．４)％、５年生２７．４(２
５．２)％、６年生６０．０(５７．６)％、
中学校１年生８３．１(８２．８)％、２年生
９５．５(９５．１)％、３年生９８．４(９
８．７)％であった。（）内の 2011年に比較
して、中３以外微増傾向であった。これらの
学年別既潮率からプロビット法（対数変換な
し）により推定した。平均初潮年齢(初潮年
齢の有り無しのみで計算する５０％推定年
齢、中央値)は、１２歳１．７ヵ月(標準偏差
１歳 4.0ヵ月)であった。１９９７年以降、１
２歳２ヵ月程度で推移していたが、わずかに
低年齢化した。世界的に見ても低年齢が持続
していると考えられる。これまでの全国調査
の結果は、以下のような平均初潮年齢と標準
偏差であった。 
 
1961年２月：１３歳 2.6ヵ月(1歳2.2ヵ月) 

1962年２月：１３歳 1.1ヵ月(1歳1.6ヵ月) 
1967年２月：１２歳10.4ヵ月(1歳1.7ヵ月) 
1972年２月：１２歳 7.6ヵ月(1歳1.6ヵ月) 
1977年２月：１２歳 6.0ヵ月(1歳1.6ヵ月) 
1982年２月：１２歳 6.5ヵ月(1歳1.0ヵ月) 
1987年２月：１２歳 5.9ヵ月(1歳1.1ヵ月) 
1992年２月：１２歳 3.7ヵ月(1歳1.1ヵ月) 
1997年２月：１２歳 2.0ヵ月(1歳1.2ヵ月) 
2002年２月：１２歳 2.0ヵ月(1歳2.9ヵ月) 
2005年２月：１２歳 2.6ヵ月(1歳3.6ヵ月) 
2008年２月：１２歳 2.2ヵ月(1歳3.4ヵ月) 
2011年２月：１２歳 2.3ヵ月(1歳2.8ヵ月) 
2015年２月：１２歳 1.7ヵ月(1歳4.0ヵ月) 
 
（２）来潮の時期 
 思春期変化の時期に個人差があることは
よく知られている。以下は各既潮率到達の推
測年齢である。 
 
既潮率１０％：１０．４３歳 

(１０歳 ５．１ヵ月) 
既潮率２０％：１１．０２歳 

(１１歳 ０．２ヵ月) 
既潮率３０％：１１．４４歳 

(１１歳 ５．３ヵ月) 
既潮率４０％：１１．８０歳 

(１１歳 ９．６ヵ月) 
既潮率５０％：１２．１４歳 

(１２歳 １．７ヵ月) 
既潮率６０％：１２．４８歳 

(１２歳 ５．７ヵ月) 
既潮率７０％：１２．８４歳 

(１２歳１０．１ヵ月) 
既潮率８０％：１３．２７歳 

(１３歳 ３．２ヵ月) 
既潮率９０％：１３．８５歳 

(１３歳１０．２ヵ月) 
 

例えば、10％のものが来潮していると予測
される年齢は１０歳５．１ヵ月ということに
なる。ほぼ小学校 4年生終了時に該当する。
来潮者のピークは、小学校 6年生で３３．９％
であった。ほぼ 3人に１人は小学 6年生の間
に来潮していることになる。一方、小学校 3
年生までの来潮者は、０．７９％であり、全
国で各学年４,５００人程度存在することに
なる。他方、中学 3年 2月で既潮率が９８．
４％ということは、１．６％の未潮者が存在
することになり、調査時点での中学３年生在
籍者５７４，０４６人から推測すると９，３
３４人になる。中学卒業時にも９千人前後の
未潮者が存在すると推定される。初潮年齢の
個人差の理解や早熟傾向者への指導ととも
に、このような晩熟者や原発性無月経の可能



性がある生徒への配慮・指導も必要と考えら
れる。 
上記の平均初潮年齢や既潮率 10％刻みの
既潮率は、学年別既潮率からの推定である。
過去の調査との比較上必要である。しかし、
より厳密な推定が可能となる満月齢別の既
潮率の推移は下記のようであった。既潮率５
０％前後の１０ヵ月のみを示す。 
 
140 ヵ月：３５．４４％ 
141 ヵ月：３８．８６％ 
142 ヵ月：３８．４８％ 
143 ヵ月：４５．４５％ 
144 ヵ月：４６．４３％ 
145 ヵ月：５０．７７％ 
146 ヵ月：５３．８３％ 
147 ヵ月：５７．４４％ 
148 ヵ月：５６．３３％ 
149 ヵ月：５８．６６％ 
 
単純な直線補間では、１４４ヵ月から１４
５ヵ月の間に、既潮率５０％点が存在するこ
とになる。１２歳０ヵ月(１４４ヵ月)から１
２歳１ヵ月(１４５ヵ月)となり、学年別既潮
率の推定値１２歳１．７ヵ月よりも低くな
る。この満月齢別既潮率をプロビット法(満月
齢の対数変換なし)により分析すると既潮率
５０％月齢は１４５．１７５ヵ月(１２歳１．
２ヵ月(９５％推定域：１４４．６３４~１４
５．７６0 ヵ月))となる。２００２年の既潮
率５０％月齢は１４５．８３５ヵ月(９５％推
定域：１４４．０４３～１４６．８２４ヵ月)
であった。従来の学年別既潮率からの推定と
満月齢別既潮率からの推定には、微妙な差が
生じることが判明した。しかしながら、満月
齢１ヵ月毎の人数は少数になり、３ヵ月毎と
か４ヵ月毎での計算も必要と考えられる。 

 
（３）来潮の月 
 年間の来潮の時期確認するために、ほぼ全
員が来潮している中学校３年生でみると以
下のようであった。前回とほぼ同様の結果で
あった。 
 
４月( ８．８％)、５月( ７．９％)、 
６月( ６．８％)、７月(１０．０％)、 
８月(１３．８％)、９月( ７．４％)、 
１０月( ８．６％)、１１月(６．０％)、 
１２月( ８．６％)、１月( ９．４％)、 
２月( ５．３％)、３月( ８．６％) 

 
 ８月、１月、４月に多い傾向は従来通りで
ある。長期休暇にはいると下記の睡眠や朝食
のような生活習慣が変化し来潮率が上がる

ことが推定される。なお小学校時の来潮者で
は１月に多い傾向が見られる。 
 
（４）附加質問の結果 
 今回の調査には、この 1週間における朝食
の回数、調査前夜の睡眠時間、性別の受容、
現在の興味、大人になったらなりたいものに
関する質問項目を附加した。 
 
① この１週間の朝食回数 
 毎朝（７回）食べた児童生徒の比率は、以
下のようであった。()内は、前回の比率であ
る。今回も学年の上昇とともに、朝食習慣が
悪化する傾向が見られた。毎朝（７回）、食
べた児童・生徒の比率は、小学校４年生の
85.3％から、学年の上昇とともに低下し、中
学校３年生では、73.0％であった。また、前
回に比較すると小学校、中学校ともに、わず
かではあるが悪化している。この朝食習慣が
完全では無い場合、初潮年齢が低い傾向が見
られている。 
 
小４：８５．３（８８．６）％ 
小５：８３．９（８５．５）％  
小６：８２．３（８５．１）％   
中１：７７．０（７９．９）％ 
中２：７６．４（７６．４）％ 
中３：７３．０（７３．７）％ 
  
② 睡眠時間 
 調査前夜の平均睡眠時間は以下のようで
あった。()内は、前回の結果である。学年の
上昇と共に短時間になっていく。小学校段階
では８時間以上であったが、中１で７時間
台、中２、中３では６時間台であった。起床
時間は 6時半前後で大きな差は無いため、就
寝時間の影響が大きい。中３では、11 時 53
分であった。睡眠時間が短いと、平均初潮年
齢が低い傾向がみられている。この４年間で
睡眠時間は、ほとんど変化していない。 
 
小４：８時間４２分(８時間４４分) 
小５：８時間２６分(８時間２６分)  
小６：８時間０６分(８時間０３分) 
中１：７時間１５分(７時間１６分) 
中２：６時間５９分(６時間５９分) 
中３：６時間４４分(６時間４５分) 
  
平均初潮年齢は、朝食が週 6回以下の集団は
低くなり、睡眠時間が 8時間未満の集団も低
い傾向が見られている。短い睡眠時間や朝食
を食べない習慣は、来潮の引き金となること
が推定される。 
③ 性別の受容 



 女子の性別受容は、男子と異なり複雑な経
過をたどると考えられている。思春期前後の
女子児童・生徒の性別受容の学年変化と時代
変化について調べた。性別受容・肯定率は、
下記のように小学４年生から中学２年生に
かけて肯定率が低下し、中学３年生で上昇す
る傾向は１９８７年以来変化していない。()
内は、２０１１年の結果である。２８年間、
肯定率が上昇傾向にある。性別受容・肯定率
が最低になる中学２年生の肯定率も、２０１
５年には全学年で過半数を超えた。性別受
容・肯定群を各学年別に既潮・未潮で分類す
ると全体して有意差が見られ、従来通り、各
学年で既潮群の肯定率が低い。女性性の発達
に、来潮が影響することが推定される。 
 
 小４：７８．６（７８．０）％  
 小５：６９．９（６８．９）％  
 小６：６０．１（６１．８）％ 
 中１：５４．２（５４．１) ％ 
 中２：５０．２（４８．９) ％ 
 中３：５２．２（４９．４) ％ 
 
④ 現在の興味・関心 
 回答を 24 種類のカテゴリーに分類して集
計した。女子思春期にはスポーツから音楽へ
という変化がある一方、「無い」のような否
定的な回答も増加する。７年前には５位以内
に入らなかったタレントへの関心が、この２
回の調査では高まっている。アイドルの人気
や活躍の影響が大きいと考えられる。間接的
にメディアの影響の大きさが推測される。 
 
⑤ 将来なりたいもの 
 将来の職業的同一性に関わる質問であり、
回答を２９種類のカテゴリーに分類し集計
した。２００５年、２０１１年同様、思春期
前後では保育士や幼稚園の先生のような、子
どもに関わる職業が強く支持されている。し
かし、２００５年では、小５から中３まで保
育士が１位であったのが、今回は小６と中
１、中３の３学年だけであった。一方、看護
師の人気が各学年で 5位以内にランクされた
のも今回の特徴である。将来の職業として保
育士・幼稚園教諭を選択する比率は，来潮の
時期に上昇する傾向が見られるため、乳幼児
への関心は思春期にピークを迎えることが
推測される。しかし，時代的に選択率が低下
する傾向もみられ，思春期変化が乳幼児への
関心を高める効果が低下していることも考
えられる。いわゆる一人っ子の女子は、この
傾向が強いと考えられる。下図は中学３年生
の，来潮学年別の保育士選択率をしめしたも
のである。早熟傾向者は，乳幼児への関心が

低い可能性を示したものである。 

 

 

 

⑥ まとめ 
発達加速現象にともなう性成熟年齢の低
年齢化傾向は停止状態にあると考えられる。
しかし、本来、人間は性成熟の時期を延長す
ることにより進化してきたとする異時性（ヘ
テロクロニー）の考え方からすると、進化の
方向性に逆行している状態が続いていると
も考えられる。進化発達心理学的な視点から
見ると、性成熟の低年齢化のトレードオフの
結果として、早熟傾向者の性別受容の低下や
乳幼児への関心が低下している可能性が示
唆される。 
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